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事務連絡

平成  22年 5月 11 

北海道 畜産主務課御中

農林水産省消費・安全局

畜水産安全管理課

薬事審査管理班長

動物用医薬品の使用の規制に関する省令の一部を改正する省令の制定について

薬事法(昭和  35年法捧第  145号)第  83条の  4第 1墳の規定に基づき、

動物用医薬品の使用の規制に関する省令の一部を改正する省令(平成  22年農

産省令第  38号)が別添のとおり平成  22年 6月 11日付けをもって公布

され、同日から施行されました。

今回の改正内容は下記の通りであるので、薬事監視及び指導の参考としてく

ださい。

1.改正の内容

今般、 d-クロプロステノールを有効成分とする注射新の使用禁止

期間の変更を行った。 

2. 施行期日

平成  22年 5月 11 E 

3. 参考

対象となる承認されでいる動物用医薬品は以下のとおりです。 
  
d ク口プ口ステノ}ノレを有効成分とする注射剤
 
Oダノレマジン(川崎製薬株式会社)


{効能・効果】牛:発情周期の向調、黄体退行遅延(黄体遺残、黄体嚢

盤、鈍性発情、機能性黄体を有する無発清)に基づ

く卵巣疾患の治療

豚:分娩誘発

コい一窓口 
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